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第7号 様式(第9条 関係)

(そ の1)

平 成
(平成 年

収 支

(ふ り が な)ふ るかわとしはるこうえんかい

1.政 治 団 体 の 名 称 古 川 と しは る後 援 会

主 た る事務所 の所在地

3.代 表 者 の 氏 名

4.会 計 責 任 者 の 氏 名

＼(電 話)
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27年 分

月 日開催分)

報 告 書 政治団体の区分

口 政 党 口 政治資金規正法第18条

口 政 党 の 支 部 の2第1項の規定による

口 政 治 資 金 団 体 政治団体

図 その他の政治団体

口 その他の政治団体の支部

2.さ い た ま 市 浦 和 区 高 砂3-12-24小 峰 ビル3階 ・ 活動の区分

金 井 忠 男'

口2以 上の都道府県の区域等

回 同一の都道府県の区域内 ・

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

牧 健 太 郎一

/事 務担当者の氏名 ＼

牧 健 太 郎

/

異動

辮姦 夢

28,2.25

麟管綴鮫

口 有

回 無

公職の種類

口 政治資金規正法第19条

の7第1項 第1号 に係る国

会議員関係政治団体

団 政治資金規正法第19条
'

の7第1項第2号に係る国

会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名

古川俊治 ・

03-6803-2415 資金管理団体の届出をした者の氏名 公職の種類

参議院議員(現 職)'

収 受 チェック

麟柔 Q ラ λ
資金管理団体の指定の期間

国会議員関係政治団体に関する

特例の適用期間一連番 号

訟 嚢 鎌{

難

、イ

織
§撚

難
難

熱 劉団体 コー ド 表番 行番 届出年月 日 縷 平成 年 月 日から

平成 年 月 目まで

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで灘懸灘難黙麟鑑撫醗欝懲闘懸灘灘羅
辮
翻

z

難鍵
義 洛

!灘縫

一

軋 、、 イ

1・。曾 ・

一一 一
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匝 匝1収 支 の 状 況
(その2)

1.収 支の総括 表14167788

III

-II

ー

収 入 総 額 獺甑纏
十億 百万 千 円

3,661,172 '

7

一

げ

「

ミ

1

:

:

1

(前 年 か らの 繰 越 額) 灘懸灘 2,672,742

(本 年 の 収 入 額)
難

鍵鱗離 灘
■

988,430

支 出 総 額 襲灘 11,232

翌 年 へ の 繰 越 額 灘購翻聾 3,649,940

2.収 入項 目別金額の内訳

1

:

(1)個 人の負担する党費又は会費

層

金 額 馨
蕩難購麺 櫃 臨 も・♂

一

員 数
講醗灘
韮騨鞭譲 人

240

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 RECNo. 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 雛聾懸
十億 百万 千 円

0

(う ち特定寄附) 覇購懸諺 0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 蕪難覇 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 聖灘舘灘 508,000'

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 覇灘騨 508,000,

(寄附の うち寄附のあっせ んに よるもの) 懸講翻覇 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 雛難灘 0

合 計(ア+イ) 灘 508.000・
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(その6)

3:IIi

';ミミ

(6)そ の他の収入

1416
摘 要

1776
金 額

8877 備 考

講
十億 百万 千 円

雛 、

鐵灘
■

響灘

x

匿 竃

圏

懸

糠叢

欝 難
灘螺
醗

離
繋雛 こ の 頁 の 小 計 0

馳

`

灘 1件10万 円 未 満 の も の 430

織 合 計 430
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ミ旨

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 .政 治 団 体

1416
団 体 の 名 称 7617 金 額 8877 年月 日 主 た る事 務 所 の 所 在 地

10889
代表者の氏名 備 考

灘
轟轍麟 浦和医師連盟

十億 百万 千 円

68,000 H27.09.18
埼 玉県 さい た ま市浦和 区常盤6-4-18 水谷元雄

難
'≧F～

■

幽 さいたま市与野医師連盟 58,000 H27.10.02 埼 玉県 さいた ま市 中央区本町東4-4-3 澁谷純一
黍

・鐡
行田市医師連盟 60,000 H27.10.02 埼玉県行田市大字上池守44 根本和雄

《 三郷市医師連盟' 100,000 H27.10.07 埼玉県三郷市栄2-181 森野一英

難螺磯熊谷市医師連盟 ・ 174,000 H27.10.08 埼 玉 県熊 谷 市 大 原1-5-28 池田基昭

韻
灘継

羅
灘蓼
灘
纏難
購難灘

翻
購灘
藷 募

灘
纒講織
、灘瀦
鱗
藻
欝灘

繕難
■

灘 、慈離
購
聯
灘 こ の 頁 の 小 計 460,000 ノ

プ

ノ

灘麟 そ の 他 の 寄 附 48,000

灘
褻

■

合 計 508,000
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(そ の13)

3.支 出項 目別 金 額 の 内 訳

(D支 出の総括表

項 目
1416

金 額7788 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費 灘灘
十億 百万 千 円

0

(2)光 熱 水 費 聯灘難 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 灘 灘 0

'(4)事 務 所 費
聾 繊 11,232.

小 計 難懸雛 11,232 .

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 鰹 0

(2)選 挙 関 係 費 難鱗撮蝕 0

機 関 紙 誌 の 発 行(3)
そ の 他 の 事 業 費 購

灘灘灘
灘 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0

イ 宣 伝 事 業 費 灘藤 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 購 0

エ そ の 他 の 事 業 費 灘羅鐵 0

(4)調 査 研 究 費 難灘鐡覗 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 難灘蝦 0

(6)そ の 他 の 経 費 灘織繊 0

小 計 叢 0

合 計 灘 灘 11,232

一一一一一'
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II

(2)経 常経費(人 件費 を除 く)の 内訳n 項 目別区分 事務所費.(他 事務所費)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

平成26年 分監査人報酬 、
十億 百万 千 円

10,800. H27.02.20 金谷公認会計士事務所 東京 都 中央 区銀 座4-10-3-7F

こ の 頁 の 小 計 10,800

!

そ の 他 の 支 出 432

合 計 11,232
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資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 回

イ 建 物 口 回

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 口

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 口

オ 受製 醜 預躍 篇 座難 欝 く。・; 口 回

力 金 銭 信 託 口 回

キ 有 価 証 券 口 凹

ク 出 資 に よ る 権 利 口 図

ケ 貸 付先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る貸 付 金 口 回

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 回

サ 取得の価額が100万 円を超 える施設の利用 に関す る権利 口 凹

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 口 図
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(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り)

○ 領収書等の写 し

2. 監査意見書(政 党及び政治資金 団体に限る。)

③ 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法 に従 って作成 したものであって、真実 に相違あ りません。

1

平成28年2月 8日

政 治 団 体 の 名 称 古川 としはる後援会

会計責任者 の氏名 牧 健 太 郎 ㊧
※解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名すること。

代 表 者 の 氏 名 ㊥
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政治資金監査報告書1
平成28年2.月5日

古川としはる後援会

代表 金 井 忠男殿
鐸 響 鱗 鱒 羅
研 修 終 了 年 月 日 平成21年7月3日

1監 査の概要

(1)私 は 、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、古川 としはる後

援会の平成2 7年 に係 る法第12条 第1項 に規定す る収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収

支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明

細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の目的が記載された振込明細書の写しを含む。

以 下同 じ。 )に ついて、支出に関する政治資金監査 を行った。

● (2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正化委員会が定める

「政治資金監査に関する具体的 な指針 」(以 下 「政治資金監査マニュアル」 とい う。)に 基づ き行った。

(3)私 の責任は、外部 性を有す る第三者 として、国会議員 関係政治団体の会計責任者の作成又は徴取 した

収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の

8, 明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治

資金監査 を行った結果 を報告す ることにある。
■

(4)こ の政治資金監査は、古川 としはる後援会の主た る事務所 において行った。
、

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

(1)法 第1 9条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を

徴 し難かった支出の明細書が保存 されていた。

(2)法 第1 9条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政治団体

● に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会

計帳簿を備 えていた。

(3)法 第1 9条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第12条 第1項 に規定す る収支報告書は、

会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書に基づいて支出の状況が表示され

て いた。

(4)法 第1 9条 の13第2項 第4号 に規定する事項 について、領収書等を徴 し難かった支出の明細書は、

会計帳簿に基づいて記載 されていた。

3業 務制限

古川 としはる後援会 と私 との問には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する事実はない。

また、古川 としはる後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間においても、同

様 である。

以 上

一一


